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跡
及
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簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
　

〇
Ｓ
九

一
十
三
四
次
調

査
調
査
地
は
大
坂
城
三
の
九
の

外
側
の
町
屋
に
あ
た
り
、
当
時

の
主
要
街
路
の
ひ
と
つ
で
あ
る

郵
本
町
通
り
に
面
し
て
い
る
。
地

厳
形
は
東
か
ら
西
に緩
く
下
が
る

欲
傾
斜
地
で
あ
る
。

木
筒
は
直
径
約
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ｍ
、
残
存

深
度
○

・
八
ｍ
の
円
形
土
坑
ま
た
は
井
戸
か
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一
点
出
土
し
て
い
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伴
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物
は
青
花
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万
里
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ど
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遺
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一
七
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前
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と
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ら
れ
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降
る
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し
れ
な
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〇
Ｓ
九
二
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一
二
次
調
査

調
査
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
の
惣
構
部
分
に
あ
た
り
、
地
形
的
に
は
上
町
台
地

の
西
の
落
ち
際
で
東
か
ら
西
に
傾
斜
す
る
「
木
簡
三
点
は
い
ず
れ
も
、
陶
磁
器

・
瓦

・
木
製
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・
植
物
遺
体
を
多
く
含
む
層
厚
二
〇
ぞ
三
〇
帥
の
砂
礫
を
主
体

と
す
る
第
二
盛
土
中
か
ら
出
上
し
た
。
第
二
盛
土
は
秀
吉
晩
年

の
慶
長
三
年

盆

五
九
八
）
の

「大
坂
町
中
屋
敷
替
」
で
撤
去
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
建

物
跡
の
上
に
堆
積
し
、
そ
の
上
面
は
平
坦
に
整
地
は
さ
れ
て
い
る
が
遺
構
は
み

ら
れ
な
い
。
第
二
盛
土
直
上
に
は
層
厚
三
五
ｉ
七
〇
∽
の
粘
上
を
主
体
と
す
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第

一
盛
上
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
第

一
盛
土
は
台
地
の
地
山
上
の
偽
礫
で
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
調
査
地
の
東
数
十

ｍ
の
谷
町
筋
に
想
定
さ
れ
る
三

の
九
の
堀
の
掘
削
時
の
排
土
に
よ
っ
て
整
地
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
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〇
Ｓ
九
二
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一
六
次
調
査

調
査
地
は
、
船
場
を
城
内
と
隔
て
る
東
横
堀
川
を
平
野
橋
を
へ
て
東
進
し
、

松
屋
町
筋
に
い
た
る
道
筋
の
南
側
に
位
置
す
る
。
豊
臣
後
期
以
降
当
該
地
周
辺

は
、
商
業

・
河
川
交
通
の
要
と
し
て
相
応
の
賑
わ
い
を
塁
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
西
隣
に
は
十
人
両
替
商
米
屋
平
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。



出
上
し
た
木
簡
は
七
点
で
あ
る
。
⑪
を
⑥
は
、　
一
八
世
紀
中
頃
の
陶
磁
器
類

を
伴
う
土
坑

（長
辺
約
五
ｍ
、
短
辺
約
二
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
）
か
ら
樹
上
し
た
。　
ま

た
、
⑦
は
、
蓋
板
あ
る
い
は
底
板
で
、

八
世
紀
後
半
の
上
器
類
を
伴
う
土
坑

（長
辺
約
三
ｍ
、
短
辺
約
一
。
七
ｍ
、
深
さ
約
○
・
八
ｍ
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
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右
に
切
込
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あ
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荷
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木
簡
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あ
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(31ω
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穿
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が
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⑤
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左
右
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込
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あ
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ず
れ
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れ
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Ｏ
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込
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あ
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1992年出上の木簡
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木

簡

研

究

一
四
号

木
簡
釈
文
の
訂
正
と
お
詫
び

五
四
頁
掲
載
の
大
阪
。
住
友
銅
吹
所
跡
の
木
簡
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（誤
）
　

「
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掛
釦
正
味
百
斤
入

泉
屋
吉
左
衛
門
支
配
」
　

∞卜受
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寓
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こ
れ
を
左
記
の
よ
う
に
訂
正
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
者
各
位
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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